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表題　完新世における東北日本の山地湿原の発達と植生
　　　　　変遷
梗概　東北日本の山地湿原の形成と発達を明らかにする
ため，新潟県浅草岳田代湿原，福島県大沼郡駒止湿原，
群馬県月夜野町大峰沼，栃木県日光戦場ケ原の4ケ所の
湿原でボーリング調査を行った。採取した試料について
は，1℃年代測定，火山灰の検出，花粉分析を行った。
以下に分析結果の要約を述べる。
　田代湿原：泥炭層の厚さは約1m。示標テフラは検出
されなかった。エ4C年代は，泥炭層の基底で700　y．　B．　P．
であり，かなり新らしい堆積物から成ることが明らかに
なった。湿原は地すべり地の平坦面に形成されたもので
湿原堆積物の年代と，湿原周囲の地形が新鮮であること
から，湿原の形成された地すべり地形自体もかなり新ら
しいものであると考えられる。
　駒止湿原：駒止湿原は，大谷地，白樺谷地，水無谷地
の3つの大きな湿原と周辺の小湿原の総称である。堆積
物は，大谷地，白樺谷地，水無谷地とも約2～3mの未
分解な褐色泥炭層から成る。14C年代については現在測
定中であり，試料中に挾在する火山灰層は，東北地方南
部の地域的なものである可能性が高い。
　大峰沼：泥炭層の厚さは約6．4m，基底の年代は，
3，500y．　B，　P．であった。泥炭層の下部には約2mの黒
泥層があり，14C年代は深度7．・8　mで6，700　y．　B．　P．で
あった。黒泥層中に示標テフラである鬼界アカホヤ火山
灰が混入しているが，純層として認定することはできな
かった。従来大峰沼は，長野県の八島ケ原湿原と比較さ
れ，最終氷期からの一連の堆積物を有すると考えられて
きたが，今回の調査により，湿原堆積物全体が完新世の
ものであることが明らかになった。
　戦場ケ原：戦場ケ原湿原の堆積物は，泥炭層中に粘
土，砂，火山灰が挾在する。泥炭層は薄い部分で約2．5
m，厚い部分で約5m，であったが，14C年代はいずれ
も約4，000y．　B．　P．を示し，完新世の温暖期が過ぎてか
ら形成されたものと考えられる。泥炭層中には群馬県榛
名山ニッ岳を給源とするニッ岳パミス（FP）が挾在
し，より上位に厚さ約10cmの軽石層が挾まれている。
　以上4ケ所の湿原がすべて完新世に形成されたことは
ほぼ明らかである。また，大峰沼と戦場ケ原が，かなり
近い年代に形成されたことは，この時代に湿原の形成を
促進するような気温の低下，降水量の増加，蒸発量の減
少などの環境変化があったと考えられる。
